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《通所付添サポート事業》

川面地区社会福祉協議会の取り組み

高梁市社会福祉協議会 地域福祉課

令和4年2月18日

地域包括ケアシステム検討委員会提出資料

なぜ、事業を導入したのか…

ミニデイサービス利用者の送迎の不安

ミニデイサービスに携わる お助け隊の組織再編が必要

ボランティアの組織再編が

必要



2

事業導入経過（令和1～2年度）
年月 内容

令和1年8月 ・視察研修

川面地区社会福祉協議会の主要メンバーが「三石いきいき付添サポート隊（備前市）」 と
交流

ミニデイサービス利用者の送迎の不安
↓

ミニデイサービスに携わるボランティアの組織再編が必要

令和2年2月 ・ミニデイサービスに携わるボランティア組織再編に着手
⇒調理班
⇒送迎班（新規）

令和2年10月 ・地区社協・お助け隊の主要メンバーにミニデイサービスへの協力及び住民主体の送迎サービ
スの組織化を依頼
⇒運営班（新規）
⇒通所付添サポーター養成講座受講が決定。

令和2年12月・
令和3年1月

・通所付添サポーター養成講座 受講者6名（男性4名、女性2名）

事業導入経過（令和3年度）
年月 内容

4月 ・民生委員児童委員、市民センター会議：通所付添サポート事業の在り方を検討
・民生委員児童委員、福祉委員合同会議：通所付添サポート事業について説明

5月 ・お助け隊役員会：通所付添サポート事業の在り方を検討
お助け隊の組織再編が必要

4月・7月 ・通所付添サポーター養成講座 受講者6名（男性6名）

8月 ・民生委員児童委員、市民センター会議：通所付添サポート事業の在り方を検討

9月 ・お助け隊役員会：通所付添サポート事業の在り方を検討
名称等詳細が決定 ⇒ お助け隊の送迎班として位置づける。

10月 ・お助け隊送迎班第1回総会
・通所付添サポーター養成講座 受講者6名（男性2名、女性4名）

11月 ・お助け隊全体会議

11月～12月 ・試運転

12月 ・施行

1月 ・町内回覧の活用（事業周知）
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組織

・団体名 ソルティール川面

（川面町“おたがいさま”お助け隊の会 送迎班）

・会 員 18名（男性12名、女性6名）

・車 両 2台

（社会福祉法人高梁市社会福祉協議会の車両の活用）

・事 業 ミニデイサービス 毎月第４水曜日

コミュニティカフェ 毎月第１火曜日（検討中）

・利用者 14名

川面町イメージキャラクター
「かわもっこ」

今後の課題

※利用者が増えた場合のボランティアと車両の確保はどうすればいいの？？

理想 地域共生社会、包括的支援体制…

「介護予防をしましょう」、「通いの場の開催日数を増やしましょう」…

現実 高梁市は高齢化、人口減少が著しく、マンパワー不足が顕著…

＝小地域に目を向けると…理想と現実の乖離…＝

⇒支えられる側の仕組み作りだけではなく、

支える側が”やりがい”をもち”楽しく“かつ”継続“して活動できる仕組みづくりが必要なのでは…

• 新型コロナウイス感染拡大の影響により…

・通所付添サポーター養成講座が予定通り開催されないため、事業実施の目途が立ちにくい

・ボランティアのモチベーション低下が不安

• ボランティアの確保と期待

・女性ボランティア…利用者への細やかな配慮

・若いボランティア…世代交代を円滑に進めていきたい
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参考/（表1）ミニデイサービスに携わるボランティア等
/（表2）川面町の人口

VOの種類
令和元年度以前 令和2～3年度

令和3年度～
（通所付添サポート事業導入後）

人数（1回） 総数 人数（1回） 総数 人数（1回） 総数

利用者 約30人 約50人 約30人 約50人 約30人 約50人

調理班 約10人 約30人 約10人 約30人 約10人 約30人

運営班 3人 3人 5人 5人 5人 5人

送迎班 0人 0人 3人 3人 4人 18人

職 員 3人 3人 2人 2人 2人 2人

人口 高齢者数 高齢化率

1,030人 485人 47.09％

（表1）ミニデイサービスに携わるボランティア等

（表2）川面町の人口

（令和4年1月末時点）


